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はじめに 

 

初心者向けシリーズ「財務会計のイロハのイ」は、財務の基礎から決算書を学びたい人や、教える立場にある人におす

すめです。ワンエピソードがコンパクトな初心者向けシリーズとなっており、エピソードごとに＜ポイントの整理＞をしています

ので、財務初心者の方でも安心して学習いただけます。 

 

先輩社員と新入社員の 2 人が主人公です。先輩社員のレクチャーのもと、日々財務に関する知識を吸収する新入

社員とともに財務会計の基礎を固めていきましょう。 

 

資料は 3 部構成で、Vol.1 には「決算書基礎編」と「貸借対照表編」、Vol.2 には「損益計算書編」と「財務分析

基礎編」、Vol.3 には「キャッシュフロー計算書編」と「決算書応用編」を収録しています。ご自身の理解度に合わせ、ポ

イントを絞っての学習も効果的ですので、是非ご活用ください。 
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～キャッシュフロー計算書 編～ 

#28：キャッシュフロー計算書（前編） 

先輩社員：さて、これまで貸借対照表と損益計算書、また財務分析の手法についても話してきました。今回からは、別

の財務諸表についても学んでいきましょう。そのなかでも、与信管理の観点からは特に重視したい“キャッシュ

フロー計算書”を取り上げていきます。 

 

新入社員：損益計算書だけでは、お金の動きが追えないため、キャッシュフロー計算書が必要なんですよね。 

 

先輩社員：そうです。黒字倒産という言葉を耳にしたことがあると思いますが、損益計算書上は利益がでているのに、キ

ャッシュが足らなくなって債務の返済ができなくなってしまうケースです。なぜ、このようなことが起こるかイメージ

できますか？ 

 

新入社員：売上は計上したけど、お金になっていない…売掛金が増えて行くパターンが思い浮かびます。その売上自体

が、架空の場合も想定されますよね。 

 

先輩社員：いいでしょう。そのようなケースにおいて、キャッシュフロー計算書を見ると、実際にはお金になっていないという

事が確認できます。損益計算書の計算期間と同じように、期首から期末までを集計期間としてキャッシュフ

ロー計算書は作成されます。 

 

新入社員：貸借対照表は期末時点の財政状態をあらわすものですから、確かにＢＳやＰＬでは抜け落ちてしまう重

要な情報をキャッシュフロー計算書が補っているんですね。 

 

先輩社員：では、実際にキャッシュフロー計算書を見たことはありますか？ 

 

新入社員：上場企業の有価証券報告書で少し見たことはあります。ただ、中小企業のものはあまり見た記憶がないで

すね。 

 

先輩社員：キャッシュフロー計算書自体、新しい考え方の帳票です。2000 年 3 月以降に上場企業では作成が義務

化されましたが、中小企業は任意ですからね。 

 

新入社員：与信管理がより重要な中小企業こそ、キャッシュフロー計算書を確認したいですよね。 

 

先輩社員：資金繰り表という形で、年間の資金計画を立てるために内部的に作られることはよくありますが、外部提供

のために作られることは珍しいと思います。調査会社の資料で、推定で作成されたキャッシュフロー計算書を

入手するのも一案です。 
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新入社員：推定で作るには相当なノウハウがいりそうですね。 

 

先輩社員：自分で計算するのは至難の業だと思います…。ただ、キャッシュフロー計算書の“作られ方”についてもゆくゆく

お話ししますので、おおまかなイメージはつかめるかもしれません。まず今回は、キャッシュフロー計算書は、お

金の動きを色分けして示している、という事を覚えておいてください。 

 

新入社員：どこからお金が入ってきたか、また、お金の使われ方によってカテゴライズしているんですよね？ 

 

先輩社員：大別すると、営業キャッシュフロー、投資キャッシュフロー、財務キャッシュフローの３つに分かれます。次回は、

各々のカテゴリーを掘り下げて紹介します。また、キャッシュフロー計算書の基本的な見方、分析方法や注

意したいケースを順番にレクチャーしていく予定です。 

＜ポイントの整理＞ 

①キャッシュフロー計算書の計算期間は、期首から期末の「期間」が対象となる。 

②キャッシュフロー計算書の作成は、上場企業のみ義務があり、非上場企業には義務づけられていない。 

③キャッシュフロー計算書の役割とは、お金の動きを「営業キャッシュフロー」 「投資キャッシュフロー」「財務キャッシュフロ

ー」に大別し、示すことである。 
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#29：キャッシュフロー計算書（中編） 

先輩社員：今回はキャッシュフロー計算書の構造についてみていきましょう。前回、キャッシュフロー計算書はお金の流れ

を色分けしている、と話しましたが、どのように大別されるか覚えていますか？ 

 

新入社員：確か、“営業”、“投資”、“財務”に分かれるんでしたよね。なんとなくですが、それぞれのカテゴリーのイメージ

ができますね。 

 

先輩社員：損益計算書の段階利益のような専門的な名称じゃないですし、キャッシュインはプラス、キャッシュアウトはマ

イナスで示されるので、確かに飲み込みやすいかもしれません。各カテゴリーを順番に確認していきましょう。 

まずは“営業キャッシュフロー”です。 

 

新入社員：その名の通り、主に商品の売上や仕入といったキャッシュの出入りに関連するカテゴリーですね？重要項目だ

というのはわかりますが、この項目がマイナスということは、本業でキャッシュを獲得できていない、ということで警

戒したほうが良いのでしょうか？ 

 

先輩社員：確かにそうですが、期末のタイミングで“決算キャンペーン”など、売上が先行して計上されるなど特別の事情

が絡んで、たまたまマイナスとなったケースもあります。もちろん、損益面も赤字となっておりキャッシュ獲得に苦

慮しているケースもあると思いますが、単独期だけではなく、数期連続でキャッシュの傾向をチェックしたいとこ

ろです。 

 

新入社員：なるほど！やはりキャッシュフロー計算書も、貸借対照表や損益計算書と同じように、連続期を追って状況

を読み取ることが大切なんですね。 

 

先輩社員：経年比較は鉄則ですので、忘れないでください。 

さて、次に“投資キャッシュフロー”ですが、これもイメージできるでしょうか？ 

 

新入社員：投資という事は、例えば設備投資で不動産を買ったときとか、余剰資金で株といった有価証券を取得した

ケースが思い浮かびます。 

 

先輩社員：正解です。もちろん購入だけではなく、固定資産の売却のケースはキャッシュインとなります。このカテゴリー全

体でプラスとマイナスはどっちが良いと思いますか？ 

 

新入社員：難しいですね。これも経年比較や他の帳票を見て、個別判断する必要がありそうです。 

 

先輩社員：その企業が成長過程にあれば、マイナスで投資が進んでいるとみることができます。一方で、プラスのケース

は、借入金の返済に迫られていて、資産を切り売りしているというケースもあるかもしれませんよ？ 
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新入社員：その場合は“財務キャッシュフロー”と合わせてチェックですね？このカテゴリーは、借入金の増減ですよね？ 

 

先輩社員：なかなか良い着眼点です。借入金以外に、新しく株を発行して出資を受けたときも、この“財務キャッシュフ

ロー”に計上されます。基本的には、借入金の返済が進んでいるマイナスが良いですが、プラスで特に借入が

増えている時は、その目的や金額規模も確認しておくべきでしょう。どんな分析指標を参照しますか？ 

 

新入社員：私なら“有利子負債月商倍率”もあわせてチェックしますね。借入金のボリュームは、現預金残と並んで重要

項目だとインプットしています！ 

 

先輩社員：基本はしっかり身についたようですね。ぜひ、いろいろなパターンを見てほしいです。もう一点、重要なキーワー

ドとして“フリーキャッシュフロー”を紹介しておきましょう。複数の定義がありますが、今回は“営業キャッシュフロ

ー”と“投資キャッシュフロー”を合算したもの、と覚えておいてください。 

 

新入社員：主に借入金増減以外のキャッシュの動き、その合計ですよね。投資額が大きい時は、そのフリーキャッシュフロ

ーもマイナスになりそうですが、これも経年で見たとき連続でマイナスなら理由を探りたいですね。 

 

先輩社員：その通りです。理想的なのは営業キャッシュフローで稼いだお金を、投資と借入金の返済として財務キャッシ

ュフローに充てる構造ですが、投資額が大きいとそうもいきません。フリーキャッシュフローのマイナス要因が、そ

もそも営業キャッシュフローがマイナスになっていないか等も含めて、重要項目として見ておきたい項目です。 

＜ポイントの整理＞ 

①キャッシュフロー計算書において、本業での商製品の売買等は「営業キャッシュフロー」、設備投資・株式投資は「投資

キャッシュフロー」、借入金の増減・新株発行は「財務キャッシュフロー」と大きく３分類される。 

②「営業キャッシュフロー」と「投資キャッシュフロー」を合算したものを「フリーキャッシュフロー」といい、特に連続期マイナスと

なっている場合は、その要因把握とともに注視すべきである。 
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#30：キャッシュフロー計算書（後編） 

先輩社員：さて、キャッシュフロー計算書の構造や、中身が『営業』『投資』『財務』活動に大別されていることをお話しし

ましたが、実際に読み解けそうでしょうか？ 

 

新入社員：それが、有価証券報告書のキャッシュフロー計算書を数社見てみたのですが、確かにカテゴリー別に分かれて

いること、キャッシュの期首・期末の増減などは分かったのですが、特に営業キャッシュフローが良くわからない

印象でした。 

 

先輩社員：具体的に、どのようなポイントがひっかかりましたか？ 

 

新入社員：『投資』や『財務』については、有価証券の売買や借入金の増減などで、おおむねイメージできたのですが、

営業キャッシュフローの一番上が『税引前当期純利益』スタートで、ここから混乱してしまいました。 

なぜ、損益計算書科目がいきなりでてくるのでしょうか？ 

 

先輩社員：それは、上場企業のキャッシュフロー計算書の作られ方が、『間接法』によるものだからです。 

 

新入社員：キャッシュフロー計算書の作られ方が複数ある、つまり、それによって表示が変わってくるのでしょうか？ 

 

先輩社員：そうなんです。営業キャッシュフロー部分は、『直接法』と『間接法』という２つの作成方法があります。簡単な

図にまとめたので見てください（後述）。 

 

新入社員：内訳は違いますが、営業活動によるキャッシュフローの金額自体はどちらでも同じになるのですね。 

 

先輩社員：はい。営業キャッシュフローの小計以下、投資区分と財務区分もどちらの計算方法でも変わりません。さて、

まず『直接法』ですが、こちらは例えば『商品販売による収入』や『商品仕入による支出』といったように、営

業活動に係る動きを、各々直接加減算して作成・表示する手法です。 

 

新入社員：『投資』や『財務』カテゴリーと同じような感じですね。そちらの方がわかりやすそうですが、わざわざ間接法を用

いるにはどのような理由があるんでしょうか？ 

 

先輩社員：直接法の場合、各取引の収入・支出を改めて調べてまとめ直す手間が大きいため、実務上は間接法の作

成の方が簡単だと言われています。間接法は、損益計算書で計算した税引前当期純利益をスタートに据

え、実際にはキャッシュアウトを伴わなかった損益計算書上の費用をプラスして戻すといったように、キャッシュ

に関連する項目を調整する形で加減算することで、営業キャッシュフローを導き出すことができます。損益科

目も表示されていて、見慣れないと少々混乱するかもしれませんね。 
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新入社員：確かに先日見たキャッシュフロー計算書では減価償却費がプラスで表示されていて、なぜお金の出入りがな

い費用科目がプラスとして出てくるのか疑問に思いましたが、そういった理由があったのですね。 

 

先輩社員：初心者のうちは、細かく理解するのは難しいかもしれません。今日はポイントを絞って、特に営業キャッシュフ

ローにおいては、売掛金などの営業債権と棚卸資産、また、買掛金などの営業債務の増減が重要だという

事を話しておきましょう。 

 

新入社員：それらの科目、確か『運転資金分析』に登場した営業活動に紐づく重要科目ですよね？ 

 

先輩社員：そうです。例えば、売掛金がどんどん増えて行く場合、どのような影響を企業に及ぼすでしょうか？ 

 

新入社員：売上債権回転期間の長期化で、効率性が悪化しますし、そうか、お金になっていないから営業キャッシュフ

ロー上はマイナスになるんですね？ 

 

先輩社員：過去の勉強がここで活きてきましたね。その通りです。キャッシュ以外の資産の増加、例えばこの売掛金は、

売上が増加して損益計算書は増収かもしれませんが、回収できなければお金は増えませんからね。棚卸資

産も同様ですし、運転資金分析と合わせて営業債務の増減動向もチェックするとよいでしょう。 

 

新入社員：損益計算書ではわからなかったお金の増減、確かにキャッシュフローを見ればわかりそうです。 

 

先輩社員：むしろ『直接法』のキャッシュフロー計算書を見る機会の方が少ないと思いますので、より深く理解したい場合

は『間接法』について調べてみるとよいでしょう。ぜひ、今後もいろいろな会社のパターンを見てみてください。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

＜ポイントの整理＞ 

①キャッシュフロー計算書の作成方法には「直接法」と「間接法」があり、上場企業の有価証券報告書に公表される形

式は「間接法」が一般的である。 
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#31：キャッシュフロー分析とＤＣＦ法 

先輩社員：前回まで 3 回にわたってキャッシュフロー計算書についてお話してきましたが、今回はキャッシュフロー計算書

における財務分析についても紹介しておきたいと思います。 

 

新入社員：営業キャッシュフローの『間接法』による作成方法については少し難しかったですが、キャッシュフロー計算書の

構造や役割はよくわかりました。キャッシュフローにも分析指標があるのですね？ 

 

先輩社員：代表的なところを紹介していきます。まずは、損益計算書科目との組み合わせで算出する『キャッシュフロー・

マージン』です。計算式は『営業キャッシュフロー÷売上高×100』となりますが、何を意味しているかイメージ

できますか？ 

 

新入社員：売上がきちんとキャッシュ獲得に結び付いているか、特に営業によるキャッシュインとなっているか、といった感じ

でしょうか？ 

 

先輩社員：正解です。営業活動の結果としての売上高に対し、どれくらいの営業キャッシュフローを生み出しているかを

表しています。つまり、この比率が高いほど、営業活動で順調にキャッシュフローを生み出していることを示し

ています。 

 

新入社員：営業利益はしっかり計上できているのに、キャッシュフロー・マージンが僅少というケースもありそうですね。 

 

先輩社員：そうですね。他の帳票との組み合わせ、また、過去期からの推移のチェックを心がけましょう。繰り返しになりま

すが、重要な観点です。では、次に貸借対照表科目との組み合わせで算出する『有利子負債返済能力』

ですが、算式をイメージできますか？ 

 

新入社員：返済能力を見る分析指標は使えそうですね。分子は有利子負債、つまり借入金や社債を合算したもので

すが、比べる分母はどのキャッシュフローの科目を使うのでしょうか？ 

 

先輩社員：正解の算式は『有利子負債÷フリーキャッシュフロー』となります。つまり、フリーキャッシュフロー何年分で借入

金・社債等を返済できるかを表しています。 

 

新入社員：フリーキャッシュフローは営業キャッシュフローと投資キャッシュフローの合計額ですね。返済能力が高くても、私

なら、営業キャッシュフローと投資キャッシュフローの割合も見ておきたいですね。 

 

先輩社員：なかなか良い着眼点です。連続して営業キャッシュフローがマイナスで、投資キャッシュフローのプラス、つまり

資産の切り売りでキャッシュを賄っている状態が続いていると、少々不安ですからね。 
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新入社員：そうなってくると、現預金の残高はまだ十分あるのか、というところが気になってきますね。やはり、財務諸表は

それぞれが関連しているという実感が強くなってきました。 

 

先輩社員：もうひとつ、ＤＣＦ法についても紹介しておきましょう。ディスカウント・キャッシュフロー法という考え方で、企業

価値の算定や、設備投資の効果を見積もる一手法で、色々な局面で用いられる考え方です。 

 

新入社員：横文字で難しそうですが、ディスカウントというのは『割引』という意味ですよね！ 

 

先輩社員：そうです。将来キャッシュフローを割引計算して現在価値を求める方法ですが、今回は、ごく簡単な例を挙

げて考え方のみ説明しますね。例えば、100 万円で設備投資をしたとき、向こう５年間で 20 万円ずつ稼

ぐとすると、この投資効果はいかがでしょうか？ 

 

新入社員：100 万円使って 20 万円×５で 100 万円稼ぐので、トントン。つまり儲かってもいないし、損もしていないと

いう結果でしょうか？ 

 

先輩社員：ここで『割引』の考え方が重要になります。今もらえる 20 万円と、来年もらえる 20 万円、さらに再来年もら

える 20 万円では、どんどん魅力が落ちて行っているのが感覚的にわかりますか？ 

 

新入社員：なるほど。では、その設備投資は損ですね。1 年で 20 万円超、合計でしっかり 100 万円よりも多く稼いで

もらわないと困りますね。 

 

先輩社員：今はそのようなイメージをもっていればＯＫでしょう。より深く、会計の勉強や、企業価値測定をしようと思うと

出てくる考え方になります。『ＤＣＦ法』というワードと概要を覚えておいてください。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

＜ポイントの整理＞ 

①「キャッシュフロー・マージン」は「営業キャッシュフロー÷売上高×100」の算式で求められ、売上高に対し、どれくらいの

営業キャッシュフローを生み出しているかを表すものである。 

②「有利子負債返済能力」は「有利子負債÷フリーキャッシュフロー」の算式で求められ、フリーキャッシュフロー何年分で

借入金・社債等の有利負債を返済できるかを表すものである。 

③将来キャッシュフローを見積もり、割引現在価値を求める方法を Discount Cash Flow 法（ディスカウント・キャッシ

ュフロー法）という。 
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～決算書応用 編～ 

#32：株主資本等変動計算書 

先輩社員：これまで、貸借対照表、損益計算書に加えて、キャッシュフロー計算書を紹介してきました。財務諸表の本

表として、もう一つ、株主資本等変動計算書を紹介しておこうと思います。 

 

新入社員：なんだか漢字の羅列で難しそうなイメージですが、株主資本ということは純資産に関連する帳票ですね？ 

 

先輩社員：そうです。純資産はどのようなカテゴリーがあるか覚えていますか？ 

 

新入社員：確か、大きく『株主資本』のほかに『新株予約権』と『評価・換算差額等』があるんでしたよね？ 

 

先輩社員：正解です。よく覚えていましたね。今回紹介する『株主資本等変動計算書』は、名称に『株主資本』とあり

ますが、『等』とあるように『新株予約権』『評価・換算差額等』も記載されますので、いわば純資産の変動

状況を表した帳票といったイメージを持ってもらえればＯＫです。 

 

新入社員：変動ということは、キャッシュフローのように決算期間の動きを示すものですね？ 

 

先輩社員：そうなります。貸借対照表はあくまでも、決算期末時点の財政状態を示すものです。純資産に動きがあった

場合、前期の貸借対照表と見比べるだけでは、その変動理由がつかめないこともあります。 

 

新入社員：利益か損失が出たときくらいしか、純資産が動くイメージがないのですが、変動理由を追う必要性があるので

しょうか？ 

 

先輩社員：確かに中小企業の決算書においては、あまり純資産は動かないもの、というイメージがあるかもしれません。

ですが、資本金は増資や減資によって動きますし、他の剰余金も配当金の原資となっていて、減少している

かもしれません。何らかの目的で積立金を計上している場合にも、その動きを確認するときに株主資本等変

動計算書は有用です。 

 

新入社員：そうなんですね。事業再編によって純資産が大きく変動した会社があったのを思い出しました。その時は、貸

借対照表と損益計算書しかなかったので、期末時点の結果しかわからなかったですね。 

 

先輩社員：ある程度大きな企業になってくると、先ほどの『新株予約権』や『評価・換算差額等』が計上されるケースも

増えてきますので、株主資本等変動計算書の重要性も上がってきます。また、純資産の株主資本において

マイナス計上される『自己株式』の動きを確認することもできますよ。 
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新入社員：自己株式という科目も確かに見かけたことがあります。自社の株を自社が持っている状態ですよね。資本金

が減るようなイメージなので、マイナス計上される理由は納得です。この科目も何か注意したほうが良いので

しょうか？ 

 

先輩社員：取得した時の価格で計上されますので、一株の単価が上がっていると大きな金額が計上されることもあり、そ

のような場合は、取得の背景を探りたいですね。結局、自己資本比率を低下させる一因になりますので。ち

なみに、以前は自己株式の取得が禁止されていました。 

 

新入社員：なかなか、純資産科目も奥が深いのですね。気になるケースがあったら、また教えてください。 

 

先輩社員：純資産の部だけで何冊も専門書が出ているので難しい論点がひしめいているのは確かです。そのため、初心

者のうちは、聞きなれない科目も多いですし、科目名だけでは内容がイメージしにくいかもしれません。ただ、

貸借対照表の純資産の部を見るだけではなく、極力、株主資本等変動計算書に目を通すクセをつけるこ

とで、その決算期のフローがよりイメージしやすくなると思います。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

＜ポイントの整理＞ 

①貸借対照表の純資産の部の、決算期間における変動状況を示す財務諸表を「株主資本等変動計算書」という。 

②株主資本等変動計算書には、「株主資本」以外にも「新株予約権」「評価・換算差額等」といった、変動も示され

る。 
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#33：注記表に記載される内容とは？ 

先輩社員：さて、貸借対照表、損益計算書からはじまり、キャッシュフロー計算書と株主資本等変動計算書を確認し

てきました。もう一つ、忘れがちですが注記表についてもお話ししておきましょう。 

 

新入社員：決算書のオマケ的なイメージで、あまり注目したことはありません…。採用している会計方針の説明が記載さ

れていたりするんですよね？ 

 

先輩社員：そうですね。重要な会計方針に係る事項に関する注記や、会計方針や表示方法の変更に関する注記、ま

た、貸借対照表や損益計算書に関する注記など様々です。過去からの推移で、大きく目立つ項目があれ

ば、関連する基準変更があるかのチェックに加え、手形取引を経常的に行っている会社では、その割引高や

裏書譲渡高が注記に記載されることもあります。 

 

新入社員：確か、割引というのは手形を金融機関で早期に現金化すること、また裏書は他の会社に手形を渡すケース

だと思いますが、買掛金の支払い等に充てられるんですよね。ここら辺って重要なんでしょうか？ 

 

先輩社員：その会社の資金繰りを見極めるときには特に注意が必要です。例えば、貸借対照表の受取手形は少ない

一方で、割引の金額が大きければ、早期現金化のニーズが高い会社かもしれません。割引や裏書によって

手放した手形であっても、不渡りになったら戻ってきますからリスクは残っていることになります。 

 

新入社員：そうなんですね！受取手形を含む売上債権の回転期間が少ないというだけで安心しないよう、極力注記に

も目を向けるようにします。他には、見ておくべきポイントはあるのでしょうか？ 

 

先輩社員：減価償却累計額や資産の明細などがあれば、特に製造業など固定資産が大きい業種ではチェックしておき

たいですね。貸借対照表には、取得価額と減価償却累計額を両方記載するケースもあれば、取得価額か

ら減価償却累計額を差し引いた金額を記載するケースもありますからね。 

 

新入社員：なるほど。確かに、中小企業の製造業で、ほとんど固定資産が計上されていなくて疑問に思ったことがありま

した。詳しく調べてみると、どの機械も大切に使っていて、償却が完了していたというケースでした。 

 

先輩社員：中小企業だと、注記表を確認出来ないこともあると思いますが、上場企業になると、注記のボリュームも大

きくなり、その重要性も高くなってきます。他には、担保に供している資産や、係争案件の進捗状況など、決

算書本表では表現しきれない内容が書かれていることもありますからね。 

 

新入社員：そんなに書かれていることがたくさんあると、どこまで確認すべきか悩みますね。 
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先輩社員：やはり、どのような視点でその企業を見るかによって、どこまで確認すべきか、つまりどれだけ時間を割くかがわ

かるようになってくるでしょう。それができるのは、ある程度ベテランの域だと思います。ですので、初心者のうち

は、時間をかけてもよいので、極力目を通すとよいと思いますよ。特に上場企業の注記は、有価証券報告

書などから容易に閲覧できます。確かにわからないことも多いと思いますが、それをきっかけに学習を進めると

いう方法もあるでしょう。 

 

新入社員：どんなことが書かれているのかを、まずは知るのがよさそうですね。 

 

先輩社員：そうそう、上場企業によっては、グループ企業を含めた連結決算書と、単独決算書が作成されることがありま

す。学習という観点からなら、連結決算も、それはそれで論点が多いので、まずは単独の財務諸表と注記を

見ていくことをお勧めします。 

 

新入社員：おおむね財務諸表を学んできて、かなり知識がついたかと思いますが、連結決算などまだまだ勉強すべき内

容がありそうですね。 

 

先輩社員：確かに、いきなり有価証券報告書を目にしたら、難しいと感じるかもしれませんが、これまで学んできたベース

の知識はこれらを読むうえで、必要なものです。貸借対照表や損益計算書の基礎知識をしっかり復習しつ

つ、注記があれば、それにも目を向けるようにして、少しずつ知識の範囲を広げていってください。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

＜ポイントの整理＞ 

①注記表には、重要な会計方針に係る事項に関する注記や、会計方針や表示方法の変更に関する注記、また、貸

借対照表や損益計算書に関する注記等が記載される。 
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#34：決算書はどう作られる？ 

先輩社員：財務会計の基礎知識固めとして、一つずつ順を追って説明をしてきました。ここまでで、何か確認しておきた

いことや気になることはありますか？ 

 

新入社員：できあがった決算書から見方を学ぶうちに、どのように作られるのかが気になるようになりました。決算書を作り

上げるのは、主に経理の担当のお仕事でしょうが、結構大変そうですよね。 

 

先輩社員：そうですね。簿記の世界になりますが、取引を丁寧に『仕訳（しわけ）』を起こして記帳し、積み上げて決

算書を作り上げます。つまり、取引ごとに決算書のどの項目がいくら変わるのか、勘定科目と金額をメモして

いくわけです。今はパソコンに記録していきますが、一昔前はノートに記帳していたわけですから、貸借を合わ

せるのも一苦労だったでしょうね。 

 

新入社員：仕訳について、もう少し具体的に教えてください。 

 

先輩社員：勘定科目は、貸借対照表の資産、負債、純資産および、損益計算書の収益、費用のいずれかに分類さ

れます。例えば、単純に商品 100 円分を現金で売ったらどのような勘定科目に変化があると思いますか？ 

 

新入社員：商品が 100 減って、現金が 100 増えるということですよね。でも、商品は資産科目で期末に棚卸をするわ

けですから、売上 100 を計上して現金が 100 増える、であっていますか？ 

 

先輩社員：正解です。現金の増加は借方科目として左側に、売上は貸方科目として右側に計上すると、『現金 100

／売上 100』と記帳できます。これが一つの仕訳というわけです。仕訳の左右、つまり貸借の金額合計は

必ず一致します。 

 

新入社員：なるほど。この仕訳を積み上げると、貸借対照表や損益計算書といった財務諸表が作られるわけですね。

決算書を見るときはあまり意識しませんが、改めて考えてみるとすごい発明ですよね。 

 

先輩社員：そうですね。ちなみに、このような記帳方法を複式簿記といいます。あらゆる取引を借方と貸方に分類して記

録を積み重ねることにより、財務諸表を正しく作ることができるわけです。ちなみに、現金の出入りのみ記録

する単式簿記という方法がありますが、お小遣い帳レベルにとどまってしまいます。 

 

新入社員：企業の経理担当の方は個々の取引を丁寧に拾っていかなければならないわけですが…、どのように記帳漏

れを防ぐのでしょうか？ 
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先輩社員：例えば、仕訳を入力していく時は、まずは売上帳や発行した請求書、そして仕入帳やもらった請求書をベー

スに打っていき、次に通帳、そしてレシートベースの小口現金の入出を打っていきます。それぞれの月末の数

字に矛盾がないか、チェックしていくような流れになるでしょう。一気に一年分を入力するのは、チェックも大変

でしょうから、月次試算表を作成して、最後に決算整理をして帳簿を締めるのが一般的です。 

 

新入社員：決算整理というのは棚卸とかですよね？ 

 

先輩社員：そうですね。減価償却費を計上したり、最終的な利益に対して税額を求めて計上したり、決算整理も一大

イベントで大変だと聞きます。もしかしたら、将来、うちの会社の経理課に異動になるかもしれませんよ？ 

 

新入社員：ようやく自分の家計簿をつけられるようになったレベルの私では足を引っ張ってしまいそうです。 

 

先輩社員：もし税務調査が入ったときは、その対応もしなくてはなりませんし、大きな会社になってくると、監査への協力

が必要です。正しく処理がされているか、厳しい目が時に入りますからね。緊張の連続かもしれません。 

 

新入社員：そうなんですね！まずは、しっかり決算書を読めるようになりたいと思います。税務の知識も必要となってくる

と、勉強すべき範囲が広くて大変そうです。 

 

先輩社員：では次回は、税務会計についても少し紹介したいと思います。決算書と税務は切っても切り離せない関係

性がありますからね。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

＜ポイントの整理＞ 

①一般企業が採用している、各取引を借方と貸方、つまり資産、負債、純資産、収益、費用に分類して仕訳し、記帳

する方法を「複式簿記」という。 
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#35：税務会計における益金と損金 

先輩社員：決算書の初心者向けのレクチャーは、主要なポイントを紹介し、おおむね一巡しました。学び始めたときに比

べれば、知識も身についてきたと思いますが、実感はありますでしょうか？ 

 

新入社員：財務諸表のそれぞれの役割と、関連性がイメージできるようになったので、当初より決算書を身近に感じるよ

うになりました。最近は有価証券報告書を見るようにしているのですが、やはり大企業の決算書は難しいと

いう印象です。損益計算書を見ていて『法人税等調整額』という、法人税等を加減算している科目があ

り、そこそこ大きい金額が出ているケースもあって気になりました。 

 

先輩社員：それは『税効果会計』による会計処理ですが、簿記・会計の中でもハイレベルな論点になるでしょう。では、

今回はそれを学ぶ大前提として、企業会計と税務会計の目的の違いについてお話ししておきましょう。 

 

新入社員：営利を目的としたすべての会社は税務申告が必要というのはわかりますが…。会計が分かれてしまうのでしょ

うか？ 

 

先輩社員：まず、会社は利益に応じた納税の義務がありますので、決算書に加えて税務申告書を作成して提出しなけ

ればなりません。税務会計の目的は、公平な課税を目的にしています。一方で、経営者や投資家にとって

の会計の目的は、適正な業績の測定にあります。 

 

新入社員：適正な業績測定を目的として決算書を作っても、それをもとに課税するだけでは、税務会計の目的がきち

んと果たせない、ということでしょうか？なかなか複雑な問題ですね。 

 

先輩社員：おおむねそのようなイメージですね。少々、専門用語も織り交ぜた説明になります。企業会計の世界では収

益から費用を差し引いて利益を出しますが、税務会計の考え方は益金から損金を差し引いて課税すべき

所得を導き出します。この収益と益金、また費用と損金はおおむね同じ科目を指しますが、目的や考え方

により異なる科目が生じるわけです。 

 

新入社員：どのようなケースで、考え方のズレが生じるのでしょうか？ 

 

先輩社員：例えば、交際費が挙げられます。得意先や仕入先などの事業に関係のある相手に対する接待や贈答とい

ったものに対する支出ですが、原則として税務上は損金として認められません。お金が余っているリッチな会

社であれば、それこそたくさん交際費を支出すると税金が少なくなりますので、不公平と感じることもあるでし

ょう。 

 

新入社員：そうなんですね…。でも中小企業にとっては、人的なつながりが仕事に直結していたり、結構重要な費用の

一つですよね。 
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先輩社員：なかなか良い観点ですね。そのため、期末の資本金が 1 億円以下の中小企業においては、一部損金とし

て認められるなどの一定の措置が設けられています。細かい説明は割愛しますが、このように企業規模によっ

て税務上の扱いが異なるケースもありますので注意が必要です。 

 

新入社員：税務の世界も奥深いですね。では、税務用に決算書をもう一つ作って、それを申告書とともに提出している

んですか？ 

 

先輩社員：いいえ。企業会計目線で決算書を作成して、益金・損金とのズレを申告書の中で調整するようなイメージ

です。特に大きな会社になってくると、このズレも自ずと大きくなりますよね。ですから、上場企業などでは、ズ

レの調整を把握する『税効果会計』を適用しているんですよ。初心者のうちは、まずはこのような概要を認

識しておけばよいでしょう。 

 

新入社員：なんとなくですが、税務会計の考え方はつかめた気がします。決算書を与信の目線で見るときは、どのような

点に注意すればよいでしょうか？ 

 

先輩社員：申告書自体を審査のタイミングで目にする機会はそうそうないでしょうから、正直、税務会計とのズレの把握

は難しいでしょう。ですが、いくつかポイントがあるので、次回紹介しましょう。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

＜ポイントの整理＞ 

①企業会計における収益と費用は、税務会計の益金と損金に相当するが、目的の違いから、一部の費用が損金に認

められない等のケースが生じる。このズレは申告書において調整し、最終的な課税所得が導き出される。 
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#36：繰越欠損金と過年度修正 

先輩社員：さて、今回はあまり学ぶ機会もないでしょうし、決算書を見るうえで注意したい税務との違いなどポイントを紹

介していきたいと思います。前回、少しだけ税効果会計について話が出ましたが、税効果会計を適用してい

ない中小企業でも、決算書を見るときに最終利益を必ず見ると思います。 

 

新入社員：税引後当期純利益ですね。たまに、利益が出ているのに税金が計上されておらず、不思議に思うことがあり

ます。 

 

先輩社員：会計上の収益・費用と、税務上の益金・損金とのズレによる影響もありますが、税務上は繰越欠損金の存

在によって決算表示上の税引前利益が計上されていても、法人税等がわずかというケースもありますよ。 

 

新入社員：繰越欠損金というのは何でしょうか？繰越利益剰余金とは違うのでしょうか？ 

 

先輩社員：まず、繰越利益剰余金は会計上の純資産科目で、利益の積み重ねの結果が反映されたものといえるでし

ょう。税務上の繰越欠損金とは、赤字となった結果生じるマイナス部分であって、今の税法ではしっかり青色

申告をしていれば 10 年間の繰越が認められています。 

 

新入社員：なるほど。その欠損金額が大きく、翌期に計上された黒字と相殺してもなお残るのであれば、法人税等がか

からなくなるといったことですね。 

 

先輩社員：そのイメージで良いでしょう。もちろん決算書上の純資産が債務超過から脱していないかといったところも合わ

せてチェックする必要がありますので、極力過去の経緯を把握して、どのような原因で赤字が発生したのか、

今後挽回する手立てはあるのか、といった分析に繋げていきたいですね。 

 

新入社員：ほかに、税務絡みで気を付けるべきポイントはあるのでしょうか？ 

 

先輩社員：決算書を続けてみたとき、例えば株主資本等変動計算書の期首と前期末の連続性が取れていない時が

あるかと思います。そのようなケースは、税務調査等を起点として決算書の過年度修正が入っている可能性

もあるでしょう。 

 

新入社員：税務調査というのは、税務署が厳しく決算書をチェックして、脱税を指摘するやつですよね？ 

 

先輩社員：税務調査と聞くとマルサの強制調査が思い浮かぶかもしれませんが、こちらはレアで、ほとんどは日程調整な

どを行って対応する任意調査がほとんどですよ。でも、そのなかで間違いがあって納税額が変わることがあれ

ば、決算書を正しく直して修正申告を行わなければなりません。 
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新入社員：確かに、過去修正した決算書を入手できるとは限りませんから、そこで連続性が途切れることがあるんです

ね。 

 

先輩社員：上場企業であれば、修正の影響が大きければ訂正有価証券報告書でその内容を確認出来ますが、中小

企業の審査のシーンでは修正された決算書を入手できないことも多いでしょう。なかなか、調査が入って修

正したことを大っぴらに言うこともないでしょうしね。 

 

新入社員：なるほど。そのようなケースは決算書を見るときはどこに注意すればよいんでしょうか？ 

 

先輩社員：私は、純資産が増えたのか減ったのかをま先ずみます。逆粉飾だったら、修正を経て増えているかもしれませ

んね。そして、各資産・負債科目の前期比から、おおむね影響が生じた科目に目星をつけますが、初心者

のうちは少し難しいでしょう。深追いしすぎても目算が正しいとも限りませんので、最終的には現時点での財

務や資金繰りの良し悪しにフォーカスすべきでしょうね。 

 

新入社員：こういったことも、帳票間のつながりなどを知っておかないと判断が難しいかもしれませんね。 

 

先輩社員：これまで学んだことを総動員して、様々な決算書を見ていくのが良いでしょう。その場で答え合わせができるよ

うなものではありませんが、翌期以降のその会社の進捗を追う事で、自身の判断がおおむね正解だったのか

がわかってきて、その蓄積が経験値になっていくものだと思いますよ。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

＜ポイントの整理＞ 

①決算書上、税引前当期純利益がプラス計上されている一方で、ほとんど法人税等が計上されていない場合、税務上

の繰越欠損金による相殺が生じているケースがある。 

②決算書が過去期と連続性が取れていない場合、税務調査等を起点とする、過年度修正が行われているケースがあ

る。 
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#37：よくある粉飾のパターン 

先輩社員：初心者向け連続講座『イロハのイ』もそろそろシリーズフィナーレです。少々難しい話もあったかと思いますが、

ここまでよく付いてきてくれましたね。 

 

新入社員：決算書はいくら学んでも、さらに深い論点が出てきて尻込みしそうになることもありましたが、その面白さも知

ることができました。バラバラにみていたそれぞれの帳票も、つながりがあることが実感できるようになってきまし

た。 

 

先輩社員：確かに漢字と数字の羅列で苦手意識が強い人も少なくないでしょう。でもビジネスの現場では多くのシーン

で求められる知識ですからね。今日は、改めて決算書を見るうえでは避けては通れない『粉飾』を取り上げ

たいと思います。 

 

新入社員：人が作るものですから、粉飾を全くなくすのは難しいんでしょうね。これまでも、棚卸資産や売上債権が多い

時は注意すべし、とお話がありましたよね。 

 

先輩社員：そうです。よくある粉飾のパターンとして、損益計算書で架空売上を計上すると、結局は架空の売掛金とい

った売上債権が貸借対照表上で増えていきます。また、原価を過少計上しようとして期末の棚卸資産を増

やす手法もよくあるケースです。 

 

新入社員：期末の棚卸資産を増やす理由が、レクチャーを聞き始める前はよくわかりませんでしたが、売上に対応する

経費をしっかり計算するために、売れていない商品や使っていない材料を原価計算上、差し引く仕組みを

悪用しているんですよね。 

 

先輩社員：その通りです。ただ、どの会社も本当は粉飾なんてしたくないはずです。業績が落ち込んだことを気にして、初

めはちょっとした軽い気持ちで粉飾をしてしまうのかもしれませんが、それが解消せず積もり積もっていくと、決

算書に異常値としてあらわれてくるわけです。 

 

新入社員：異常値の判定としては、業界平均などと比べるのが良いんですよね。 

 

先輩社員：できれば、そのような情報を入手してほしいですね。また、回転期間といった月商比の考え方は特に有用で

す。これも繰り返しの紹介にはなりますが、例えば現預金の水準が大きく月商を下回っているケースや、非

常に借入金が多いケースなどは、粉飾に限らずその背景に注意すべきでしょう。 

 

新入社員：他に着目すべき科目は何かありますか？ 
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先輩社員：売上債権や棚卸資産に異常が見当たらなくても、科目振替をして誤魔化そうとするケースもあります。資産

科目の中で『仮払金』や『その他の資産』といった、その勘定科目名のみでは中身がわからない科目があれ

ば気を付けましょう。過年度からどんどん増えていれば、やはり怪しいですよね。 

 

新入社員：以前見た倒産したケースでは、『貸付金』が多額に計上されていたのを思い出しました。自社にお金がない

のに、社外流出が多いのは、やはりおかしいですよね？ 

 

先輩社員：グループ会社で経営している場合、関連会社間で資金を融通し合うキャッシュマネジメントシステムを導入し

ていて『貸付金』が登場するケースもあります。そのため一概に悪いとは言えませんが、単独企業のみで判断

せず、極力グループ会社の財政状態もチェックしておきたいですね。もちろん、決算書の情報だけに傾注しす

ぎず、グループ会社で何か悪い風評が立っていないか、といったところから定性情報収集も重要です。 

 

新入社員：決算書の定量情報と、そこには載ってこない定性情報。両方とも大切だという事は、特に決算書の知識が

付いてくると感じるところです。 

 

先輩社員：決算書がわかってくると、その弱点も知ることになりますからね。粉飾しそうな会社なのか、という目線も大切

です。このあたりは、営業担当に違和感がないか、話を聞くことも時に効果的です。 

 

新入社員：もしかしたら、私も将来営業部で働くことがあるかもしれません。決算書とは別に気を付けるべきポイントがあ

れば教えてもらえますか？ 

 

先輩社員：わかりました。次回、『ヒト・モノ・カネ』の中でも『ヒト・モノ』のチェックポイントについて紹介しましょう。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

＜ポイントの整理＞ 

①粉飾の王道パターンとして、架空売上に対する売上債権回転期間の長期化、原価の過少計上に対する棚卸資産

回転期間の長期化が挙げられる。 

②業界平均や月商比を用いて、「現預金」水準のほか、「貸付金」「仮払金」「その他の資産」や、「有利子負債」のボリ

ュ―ムなど、バランスが極端に悪い科目が無いかチェックすることも重要である。 
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#38：注意したい『ヒト・モノ・カネ』 

先輩社員：財務分析の基礎編、ということでレクチャーを続けてきましたが、今回は定性情報の重要性についても話して

おきたいと思います。 

 

新入社員：『ヒト・モノ・カネ』の注目ポイントでしたね。この『カネ』は、主に決算書の財務分析など、定量情報という理解

で良いでしょうか？ 

 

先輩社員：基本的にはそうですね。ただ、決算後の情報として、手形サイトの延長要請や、支払期日の延長要請、現

金払いの比率が低下してくるといった動向も、『カネ』に関わる危険シグナルの例です。 

 

新入社員：支払い担当がなかなかつかまらなかった、と倒産直前のケースで耳にしたことがあります。 

 

先輩社員：『ヒト』に重なる部分ですが、それも一例ですね。『ヒト』については、まず社長といったトップの動向に着目で

す。 

 

新入社員：やたらと羽振りがよさそうだったりすると、私なら少し警戒しちゃうかもしれません。 

 

先輩社員：公私混同が目立つ、または、数字音痴といったところにつながりそうですね。他には、出社がいつも遅かった

り、そういった態度が社風に影響して、従業員の来客や電話対応が不快に感じる、といったこともチェックポイ

ントとして挙げられるでしょう。 

 

新入社員：訪問した時に整理整頓がされていなかったり、なんだか活気が感じられないという事もありますよね。従業員

の退職が続いているというケースも気になります。 

 

先輩社員：一方で、営業規模の割に社員が急増しているというケースも注意したいところです。それだけ人件費がかかり

ますので、売上がついてきているか、資金繰りは安定しているか、決算書の情報とともに確認すべきでしょう。

では、『モノ』はどのような点に気を付けるべきだと思いますか？ 

 

新入社員：そうですね…まずは、やはりその会社の主力商品の売れ行きが順調かどうか、というところでしょうか。販売先

の倒産や、そうでなくても、大量の返品やトラブルの噂は見逃したくないですね。在庫状況にも気を付けたい

ですが、倉庫を見られるチャンスはまちまちでしょうね。 

 

先輩社員：営業担当との関係性にもよりますが、決算書上、棚卸資産が大きく動いていれば、製品在庫の急増・急減

と合致しているか、ヒアリングにより理由とともに把握できると理想的ですね。回答が曖昧だったり、決算と逆

の状況だと、在庫管理が杜撰である可能性が考えられます。 
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新入社員：『モノ』については、仕入れから製造、販売までの過程をイメージするとよさそうですね。どこかでトラブルが発生

していたら、供給が滞ってしまう可能性がありますよね。 

 

先輩社員：その通りです。上流では仕入先の撤退や、高い価格での仕入れがないか、そして製造工程については、先

の在庫の話がありました。納品への流れでは、納期遅れや不具合品の多発、または、製品価格のダンピン

グも、その背景を探りたいです。 

 

新入社員：ダンピング、とはどのような意味ですか？ 

 

先輩社員：考えにくいほど安い価格で商品を投げ売り販売しているようなケースを指します。 

 

新入社員：そんなことをしていたら、採算が取れないんじゃないか、と心配になりますよね。 

 

先輩社員：様々な商製品の価格が高騰している昨今では、あまり考えにくいですが、時流と逆行する動きが目立つ場

合は、やはり注意したいポイントですね。決算書は基本的に年 1 回、しかも我々が目にするときは、あくまで

も過去データですので、それだけで判断することのリスクがわかると思います。 

 

新入社員：決算書を学んでいくうえで、それだけではわからないことに対する理解も深まったと感じます。ですが、企業の

良し悪しの判断がいかに難しいことかも改めて実感するようになりました。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

＜ポイントの整理＞ 

①今回取り上げた、いわゆる「危ない会社のチェックポイント」は一例にすぎません。以下のコンテンツに重要ポイントのチェ

ックリストを一覧にまとめておりますので、併せてご確認いただけると幸いです。こちらからご覧ください。 
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#39：卒業試験！ 

今回は二人の会話の一部を【①】といったように、敢えて伏せています。 

最後に回答を示していますが、ぜひ、簡単なテストを受けるような気持ちでトライしてもらえると幸いです。 

 

先輩社員：長らく財務分析基礎編のレクチャーの受講、お疲れ様でした。簡単にクイズ形式でおさらいをしていこうと思

います。 

 

新入社員：少々緊張しますが、しっかり復習したつもりです！よろしくお願いします。 

 

先輩社員：では、まずは代表的な効率性分析として、回転期間。そうですね、売上債権回転期間の求め方は、もちろ

んわかりますよね？ 

 

新入社員：はい。つまり売掛金や受取手形といった売上債権を【①】で割って求めるんですよね。 

 

先輩社員：正解です。特に【①】比を用いた分析は、他の勘定科目のバランスを見るときにも有効だとお話ししましたよ

ね。では、売上債権回転期間と棚卸資産回転期間の合計を受取サイクル、仕入債務回転期間を支払

サイクルとしたとき、この両サイクルの差で求められるものは何だったでしょうか？ 

 

新入社員：『受取サイクル－支払サイクル』で、差が正の場合は【②】、負の場合は【③】でしたよね？資金繰り構造の

良し悪しを見極める手法でしたね。 

 

先輩社員：そうですね。【②】が特に大きかったり、年々増加してバランスが悪くなったりしている時は、資金繰り構造が不

利な状況へ悪化している可能性がありますので、注意が必要でしたよね。 

 

新入社員：はい。架空の売掛金や在庫があった場合も影響してきますので、この考え方はよく覚えています。 

 

先輩社員：では、資金繰りを見極めるための帳票として、キャッシュフロー計算書についても確認してみましょう。キャッシ

ュの動きを色分けしている、と紹介しましたが、３つの区分は覚えていますか？ 

 

新入社員：それもしっかり覚えています。本業によるキャッシュの出入りである【④】活動によるキャッシュフロー、固定資産

や有価証券の売買等によるキャッシュの出入りである【⑤】活動によるキャッシュフロー、借入金の増加・減

少等によるキャッシュの出入りである【⑥】活動によるキャッシュフローでしたよね。 

 

先輩社員：いいですね。では、【④】と【⑤】を合算したものを、何と呼ぶでしょうか？ 

  



決算書応用 編  

25  

 

Copyright © TEIKOKU DATABANK, LTD. All Rights Reserved. 

新入社員：【⑦】キャッシュフローですよね。連続期をチェックして、続けてマイナスになっている時などは特に注意を払いた

いシグナルだと学びました。 

 

先輩社員：キャッシュフロー計算書を見るときの重要ポイントも覚えているようですね。では、決算書の種類として、このキ

ャッシュフロー計算書、また決算書の根幹的な役割を担う貸借対照表と損益計算書以外に、純資産の動

きを示す帳票を何と呼ぶか覚えていますか？ 

 

新入社員：はい。ちょっと漢字の羅列で覚えにくかったですが【⑧】ですよね？ 

 

先輩社員：そうでしたね。ちなみに、その純資産の部の３つの区分も覚えていますか？ 

 

新入社員：まずは、純資産の部の中核で、資本金や利益の積み重ねである繰越利益剰余金を含む【⑨】と、権利行

使によって約束した価格で株式を買うことができる【⑩】。また、その他有価証券の評価差額が計上されるこ

とがある【⑪】でしたよね？ 

 

先輩社員：そこまでしっかり覚えていれば、基礎的な決算書の構造、そして財務分析をするときの知識も備わっているん

じゃないでしょうか。合格としましょう！基礎講座は以上になります。お疲れ様でした。最後に感想をもらえま

すか？ 

 

新入社員：色々とレクチャーありがとうございました。当初は苦手意識もありましたが、一歩ずつ着実に学んでいくことで、

決算書や財務分析の面白さや意義が理解できました。ただ、これらはまだまだ入り口だということもわかりまし

た。積極的に決算書を見て、自分で考え、道筋をたてることを心がけていきたいと思います。改めて、今日か

ら新しいスタートです。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

＜ポイントの整理＞ 

新入社員の会話文で伏せていた回答は以下の通りです。全問正解できましたでしょうか？ 

①月商 ②必要運転資金 ③余剰運転資金 ④営業 ⑤投資 ⑥財務 ⑦フリー ⑧株主資本等変動計算書 

⑨株主資本 ⑩新株予約権 ⑪評価・換算差額等 
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コラムまとめ Vol.3＜キャッシュフロー計算書・決算書応用 編＞は以上です。 

 

TDB キャッシュフロー分析統計 

経営分析に欠かせないキャッシュフロー比率を掲載、ポイントも徹底解説！ 

「自社や取引先のリスク管理・業界平均の把握や同業他社との比較に」 

●キャッシュフロー入門者から財務分析のプロまで多様なニーズに対応 

●直近 4 期分（4 月～3 月）の決算をもとに時系列で収録 

●基礎知識をわかりやすく解説した「早わかり知識編」、 

経営分析に不可欠な指標を掲載した「最新データ編」の 2 冊 1 組 

●具体的事例が豊富に紹介されているので社内研修用テキストとしても◎ 

 

お申込み・サービスの詳細はこちらからご覧いただけます。 
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